
　　令和　４年１１月２４日

周年記念式典特集

　よく晴れ渡った晩秋の一日、記念式典を無事挙行できました。

　多くの皆様からのご協力・ご支援をいただく中での開催でした。

　ご多忙な折、またコロナ禍にもかかわらず早朝より

ご臨席賜りましたご来賓の皆様はじめ、ご参集の皆様方に

心より感謝を表します。

　ありがとうございました。

　去る10月29日、野沢南高等学校創立全日制110周年・

定時制70周年記念式典・記念講演会が開催されました。

大勢のご来賓の皆様と全日制3年生・定時制4年生・

同窓生は体育館で、他の在校生は各ＨＲ教室で

リモートにより体育館と同時進行で祝いました。

開会を告げる春原同窓会副会長　ステージバックは書道班 昨年度の開催予定が1年延期されての開催です。

　いまだコロナ禍であることから、感染防止対策に工夫を重ね万全にした中での開催でした。

　吹奏楽が流れる中、井出豊彦学校長の案内でご来賓の方々が着席され、緞帳の幕が開きました。

　式典開式の辞では、春原同窓会副会長・定時制振興会長が、10年前の100周年の時は東日本大震災が、

今回はコロナ禍と、当たり前でない日常の中であることを前段に述べ開会を告げられました。

　物故者への黙祷を捧げ、校歌独唱は浅野晴さん（ピアノ伴奏高梨竜馬さん）が晴れやかに歌い上げました。

　　　　　　中島瑞枝実行委員長・井出豊彦学校長

　　　　　　の式辞に続き、県教育委員会からの

　　　　　　ご挨拶をいただきました。

　 　　　　　　　ご来賓の方々から御祝辞・生徒代表
校歌独唱の浅野さん 挨拶と続き、神津ＰＴＡ会長が閉会の辞を述べました　　　　式辞を述べる中島実行委員長

　開式の辞から閉会まで、会場内は実に温かく厳かな空気に満ちました。それは

百年を超える歴史の重み、その時々の苦難を学校を中心に乗り越えて現在があることを、

式辞・御挨拶・御祝辞から、お言葉は異にしながらも溢れ出る思いに,心打たれたからでは

ないでしょうか。参加した同窓会員が「この式典は何？涙がなぜか出てしっまって。」　と話されました。

教育委員会挨拶小林雄一様　　　依田明善県議　　吉岡道明市教育長　渡辺春樹生徒会長　　　神津ＰＴＡ会長

　　　　　　　　記念講演会は、㈱ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙキャリア代表取締役の的場亮氏より

　　　　　　　　　　「一瞬の感動を人生のきっかけに」と題しご講演をいただきました。

　　　　　　　　　右のことばと涙と感動の中講演は終えました。

　　　　　　　　　　　　「もっと若い時にこの講演を聞きたかった。」「食い入るように

　　　　　　　　　　　画面を見つめる生徒の姿に感動。」と後日寄せられました。
的場亮氏 　　　　　詳しくは来年発行の会報をご覧ください。

 ➽ 例年この時期に開催の「発展させる会」につきましては、コロナ感染者増加に鑑み、中止とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　野沢南高校同窓会事務局　ＴＥＬ・ＦＡＸ（0267）63-6646
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